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1.普通鋼鋼材の在庫状況見通 し 雀国市中数嗣 踏 1の自御 賄 分による)

*上段は前期比和け罰皮 中段 [ ]は在庫水量 下段 (  )は在庫水準前期比 (%)(自社所有分に限る。
点線内は全鉄連による予想数字 ( )内は誤差率=予想値÷実績
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3.在庫積み増し、あるいは削減の意欲または方針

需給のタイト化が解消された状況で年度明けを迎えた。現状は弱含みの市況が続いており、ま剤販売見合
いの在庫量にはなっていないため、仕入れを抑える動き力平け る。( れヾ、在庫は減少していくだろうが、
推測としては条鋼品種のほうが鋼板類より早くピークアウトしていくのではなかろう力、

4.大阪、愛知の動向

(大阪)消費税増税前の駆け込み需要による反動は予想したほどは大きくなかった。建築関連では 大型物
件はないものの、倉庫t郊外型店舗などの中小物件はそこそこの動きはあるが、4～ 6月は需要の端境期で
もあり、力強さは欠けている。ひも付きでは自動車向けや家電が増税後もさほど大きな落ち込みは見られな
しヽ 7～ 9月は、需要期に向かい中′ヽ端 を中心に徐々に需要も回復すると予想され、今が流通の踏ん張り
どころと思われる。

(愛知)4～ 6月 は物件の谷間である。さらにl■l震性化する人手不足、あるしヽわ嚇し不調もあって物件の出
遅れが顕著となっている。ショッピングセンターのオープンカ潮艇 されたとの話も問いている。平鋼メーカ
ーの廃業があったが、全体への影響ますくなし、薄板の店売りで安売りがあったが大きな流れにはなってい

なし、厚板では5月 連体明けから仕事が出ている。紐付き関連を中心|ごにしいが、製造業の海外シフトによ
り地場産業が衰退することを懸念している。

平成25年 12月末 平成26年 3月末 平成 26年 6月 末見通
し

平成 26年 9月 末見通
し

+33千 トン
[ 2259〃  ]
(101.5%)

+95千 トン
[ 2354〃  ]
(104.2%)

-5千 トン
[ 2349〃  ]
(99. 8%)

-59千 トン
[ 2290〃  ]
(98.5%)
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2.前述の在庫増減がそれぞれ市況に及ばした影響

平成25年 12月末 平成 25年 3月末 平成26年 6月末見通し 平成26年 9月末見通し

鉄筋、H形鋼、C形鋼の
平均市況は 割し400円で

前年比+12,800円、前期

比では+6,500円。堅調
な推移で年末を迎えて

いる。慢性化した人手不

足は工事だけでなく運

送関連にも影響を及ぼ

している。また、メーカ

ー値上げの転嫁未達も

課題だった。だが、それ

ら懸念要因はあるが、建

設関連を中心とした需

要の後押しにより市場

環境は良好であり、市況

は品種毎に濃淡はある

が上伸基調であった

鉄筋、H形鋼、C形鋼の
平均市況は 85800円で

前年比+lQ000円、前期
比では+1,400円。商況

刊 献 態が続き、句 抹

になり、よリー層鮮明に

なった。人手不足があら

ゆる面で遅滞を引き起

こし、荷動き鈍イは 市況

頭打ちと市場F8-境を悪

化さ週り亀 γ肖費増税絡み

の駆け込み需要も見ら

れたが、活況感を現出さ

せるほどではなかった

反自、そオu堆に来る反
動減がある程度回避さ

れることに繋がつた。

先々に対する期待感とは

裏腹に停滞感が払拭でき

ない状況が継続している。

需要の出遅れは人手不足

の慢性化によるものと思

われる。また、例年、需要
の端境期であることも気

重い市場動向を助長して

いた。だが、期末に近づく

に印 、 鯉 υ稽善理雲力ヽ潅尋忍

さオ駄 吾部の製造業や中小

物件が動き出したとの話

があつた。現状より1班転
するとの見方が支配的で

ある。後は出てくる需要を

各販売店がLErprに取り込

むかである。

様変わりのような状況は

考えにくしい、底堅V需要
動向を背景に、市場環境は

次第に良くなると思われ

る。年初から積み上がった

在庫は減少傾向を辿ると

予想される。流通は申し込

みを抑制し、必要以上の在

庫は持たないとい う姿勢

に終始するが、輸入材の増

勢が阻害要因となるかも

鑢 ミしヽ 期中の市況動向

は横ばいとの見方である。

やはりそこには、需要の出

避 功 まゞだ続くため、活発

な市況展開は望めないと

見ているのだろう。


